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整っている在来種320品種を選定した。既報のソルガム連鎖地図上の SSR （Simple Sequence Repeats）マーカー
144 個の中から多型を示す 38 個の SSRマーカーを選定し、320 品種の DNA多型解析を行った結果、38 個の





成はアフリカ在来 52 品種およびアジア在来 55 品種である。
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　SSRマーカーを 98 個に増やし、コアコレクション構成品種の SSRマーカー座の遺伝子型を解析した。そ









審 査 の 結 果 の 要 旨
　イネ科穀物の 1種であるソルガムは、食料、家畜飼料、バイオエタノール原料など多様な用途がある。 
2004 年 11 月に全塩基配列が解読されたイネをはじめ、トウモロコシやコムギなど主要な穀物ではポストゲ
ノム研究が活発に行われている。そのなかで、DNAマーカーとその連鎖地図は、全ゲノム領域の遺伝子型
情報を収集・解析することを可能にし、遺伝資源の分子多様性評価に基づくコアコレクションの作成とマッ
ピングヘの利用、量的形質を支配する遺伝子座（QTL）の同定とポジショナルクローニング、形質と連鎖す
る DNAマーカーによる選抜など、作物の遺伝育種研究において数多くの成果を上げている。一方、ソルガ
ムでは他のイネ科穀物に比べてポストゲノム研究が大幅に立ち遅れていたが、ソルガムゲノムの全塩基配列
が解読されたことから、ポストゲノム研究の進展が期待されている。本研究では、SSRマーカー座の遺伝子
型情報に基づき 107 品種のコアコレクションを作成し、またコアコレクションを利用して全染色体に散在す
る重要形質の QTLを検出することに成功した。これらの成果は、ソルガムにおけるゲノム育種基盤の構築
に貢献するものであり、作物の遺伝育種学分野の優れた業績として高く評価できる。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
